
屋久島町立八幡小学校

【学校教育目標：自他を大切にし，自律できる八幡小の子どもを育てる】

１月の目標
生活：礼儀正しくし，良いことを進んでしよう

保健：寒 さ を じ ょ う ず に の り き ろ う

安全：き ま り を 守 っ て 登 下 校 し よ う
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「聴く」ことができる子へ

新年明けましておめでとうございます。

昨年の１月号では，「魅力ある学校へ」という題でした。それ以降，全校朝会

など子どもたちに話す機会がある度に，「？」のカードを提示して考えることや，

「魅力」のカードを提示して自分自身の魅力を上げていくことを話してきました。

「？」のカードについては，２年前から子どもたちに話してきました。『考え

る』ということを，嫌がらずに楽しむ子どもたちになってほしいという願いをも

って話し続けています。子どもたち自身の行動を決定していくのは，子どもたち

一人一人の判断です。勉強だけでなく，それ以上に普段の生活の中にも『考える』

はたくさん必要です。このようなことが，子どもたちに浸透してきており，子ど

もたちは，私が演台に立つと「？」を出すぞ･･･といつも思っているはずです。

さらに，この数ヶ月，「？」や「魅力」に続いて，１０月の全校朝会で「聴く」

を加えて話をしています（１２月号に掲載）。自分だけでなく他者に想いを巡ら

せ，しっかり聴くことを八幡小学校の子どもたちに身につけてほしいと考えてい

ます。このような取組を続ける中で，先日の２学期終業式で感動しました。３年

生の深堀彩華さんと５年生の渡邊美逢さんの代表児童の発表についてです。２人

の児童の発表の中に「聴く」と「想う」がたくさん盛り込まれていたのです。そ

ればかりでなく，その後に校長先生の話という設定があるのですが，発表を聴い

ていた子どもたちに，代表児童の想いや発表内容について，どんなことだったか

質問すると，しっかりと反応して発言することができました。「聴く」と「想う」

が子どもたちの中に浸透してきていることを実感しました。保護者や地域の皆様

のご支援・ご協力があったからこその成長です。ありがとうございます。

本年も八幡小学校をよろしくお願いいたします。
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